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要      約 

 ギンナンの長期貯蔵技術を確立するため，‘金兵衛’，‘久寿’および‘藤九郎’の３品種に 

ついて，種子および果実形態での貯蔵方法の違いと貯蔵温度条件が貯蔵後の品質に及ぼす影響 

について検討した． 

１．緑カビの発生は，種子貯蔵した場合‘久寿’，‘藤九郎’で多く，‘金兵衛’で少なかった． 

 特に‘金兵衛’の５℃および室温貯蔵では貯蔵４カ月後でも発生がみられなかった． 

 一方，果実貯蔵では３品種とも貯蔵７カ月後でも緑カビによる殻の黒変が認められなかった． 

２．浮き種子率は種子貯蔵，果実貯蔵とも‘金兵衛’が最も少なく，１℃貯蔵では貯蔵４カ月 

 後でも全く発生が認められなかった．また，種子および果実貯蔵を比較すると，果実貯蔵で 

 浮き種子率が少なかった． 

３．貯蔵中の胚乳の緑色保持程度は，品種間では，種子貯蔵，果実貯蔵とも室温での貯蔵を除 

 いて‘金兵衛’が良く，貯蔵温度では各品種とも１℃貯蔵が良かった．また，果実貯蔵は種 

 子貯蔵に比べて緑色保持効果が高かった． 

４．萎凋の発生程度は‘金兵衛’が低く，１℃で果実貯蔵した場合４カ月後においても約 80％ 

 以上の種子が健全で萎凋が認められなかった．また，種子貯蔵した場合の種子の減量率は萎 

 凋と同じ傾向がみられた． 

５．以上のことから，ギンナンの貯蔵形態としては種子貯蔵より果実貯蔵の方が品質保持効果 
 が高く，貯蔵温度は１℃が良く，種子貯蔵では約２カ月間，果実貯蔵では約４カ月間は品質 
 が保持された．また，貯蔵用品種としては‘金兵衛’が適するものと判断された． 
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